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はじめに

農業を新しくはじめることを「新規就農」といいます。国の統計によれ

ば、年間の新規就農者はここ数年 5万人を超えています。多くの方が新た

に農業の世界に飛び込んできておられます。

全国新規就農相談センターが新規就農者 1.3 万人を対象に行ったアンケ

ート調査において、就農理由を聞いたところ、実に回答者の 5割を超える

方が「自ら経営の采配を振れるから」と回答、また 3人に 1人が「農業は

やり方次第でもうかるから」と、農業をビジネス対象ととらえて参入して

いることがわかります。（『令和 3年度新規就農者の就農実態に関する調査

結果』）

このように多くの新規就農者が起業家精神を持って農業をはじめていま

すが、本書の中でも触れているように、就農前の準備次第で就農後の経営

成績に差が生じることがわかっています。

「備えあれば憂いなし」

このガイドブックは、新規就農前に知っておいた方が良い知識や就農前

に準備しておくべきことを幅広く集めています。

「知っていれば損をせずにすんだのに」「準備しておけば良かった」と、

就農後、後悔しないよう、是非この本を活用して、農業の世界に飛び込ん

で下さい。

令和4年9月

公益財団法人農林水産長期金融協会

理事長 佐藤 和彦
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1 農業ってどんな仕事?

■農業ってどんな仕事?

農業は、生き物を育てる仕事で、大きく耕種農業と畜産業に

分かれます。耕種農業は、土地を耕して食用や鑑賞用などの植

物を栽培し、生産した穀物や青果物、花きを販売します。畜産

業は、農産物等を飼料として家畜を飼育し、生産した食肉や生

乳、鶏卵などを販売します。作物や家畜の種類により栽培や飼

育の方法、販売を含む経営の方法や仕事の内容はさまざまです。

近年は、生産・出荷だけでなく、自ら加工や直接販売を行い

付加価値を高める「 6次産業化」 (☞ P98参照 )の取り組みも行わ

れています。

■産業としての特徴は ?

令和 2 年の農業総産出額は 8.9 兆円で、そのうち耕種農業は 5.7

兆円、畜産業は 3.2 兆円です。農業を主な仕事にする人は、長期

的な減少、高齢化が進展しています。

他の産業と比べると、生産物は生活必需品が多く需要が比較的

安定している一方で、自然や生物を相手にするために供給が不安

定となりがちです。このため需給関係が崩れやすく、価格が大き

く上下しやすいという特徴があります。

■農業の魅力は ?

農業は、人々の食生活に直接かかわる大切な仕事です。また、

農業経営者となる場合の経営スタイルは、自分が主体的に決め

ることができるのも大きな特徴です。

新規参入者が農業を選択した理由として、「自ら経営の采配

を振れるから」、「農業が好きだから」、「時間が自由だから」

などが多くなっています。
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図表 1-1 農業総産出額の推移

(出 典 ： 農 林 水 産 省 「 令 和 3 年 度 食 料 ・ 農 業 ・ 農 村 白 書 」 )

図表 1-2 就農した理由 (3 つまで選択 )

※ 「 会 社 勤 め に 向 い て い な か っ た か ら 」 は 、 前 回 ・ 前 々 回 調 査 で は 「 サ ラ リ ー マ

ン に 向 い て い な か っ た か ら 」 と し て い る 。

（ 出 典 ： 一 般 社 団 法 人 全 国 農 業 会 議 所 ・ 全 国 新 規 就 農 相 談 セ ン タ ー

「 令 和 3年 度 新 規 就 農 者 の 就 農 実 態 に 関 す る 調 査 結 果 」 （ 令 和 4年 3月 ） ）
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2 農業を仕事にする 3 つの方法

■就農の 3 つの形態

就農の形態は、大きく次の 3 つに分けられます。

① 自営農業就農 :親や親戚の農業を引き継ぐ方法です。

② 雇用就農 :農業を営む法人や個人に雇用される方法です。

③ 新 規 参 入 :自 ら 新 た に 農 業 経 営 を は じ め る方 法 で す 。この中

には、後継者のいない経営を第三者が引き継ぐ場合も含まれ

ます。

■就農形態別新規就農者の推移

新規就農者の総数は、平成 22年の 5.5万人から 27年の 6.5万人

ま で 増 加 し た 後、 29年 に は 5.6万 人 ま で 減 少 し 、 そ の 後 はお お

むね横ばいで推移しています。

就農形態別にみると、

① の 自 営 農 業 就 農 は 、 後 継 者 の い る 経 営 体 数 の 減 少 を 背 景 と

して、減少傾向にあります。

② の 雇 用 就 農 は 、 27年 に 大 幅 に 増 加 し た 後 、 毎 年 1万人 前後を

維持しています。

③ の 新 規 参 入 は 、 24年 か ら 26年 に か け て 大 幅 に 増 加 し 、 そ の

後は毎年 3,500人前後で推移しています。

こうした動きから、新規就農者の総数に占める形態別の構成

比は、自営農業就農が低下し、雇用就農と新規参入が上昇して

います。

■新規就農を支援する施策

これらの新規就農者数の推移には、支援施策の効果が反映し

ていると考えられます。

24年度から、原則 49歳以下の新規に経営を開始する者及び一

定 の 要 件 を 満 た す就 農 研 修 を 行 う 者 に 対 し て 年 間最 大 150万 円

までの資金を給付する支援策が実施されているからです。なお、

研修への支援は2年間であり、修了 1年後までに新規経営開始ま

た は 雇 用 就 農 す る こ と が 要 件 と さ れ て い ま す 。 （ ☞ 42、 44参

照）
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図表 2-1 新規就農者数の推移（就農形態別）

※ 新 規 参 入 者 に つ い て は 、 平 成 26 年 調 査 か ら 従 来 の 「 経 営 の 責 任 者 」 に 加 え 、 新

た に 「 共 同 経 営 者 （ 夫 婦 が そ ろ っ て 就 農 し た 場 合 に お け る 経 営 の 責 任 者 の 配 偶 者

等 ） 」 が 含 ま れ て い る 。

(出 典 ： 農 林 水 産 省 「 令 和 2 年 新 規 就 農 者 調 査 結 果 」 )

図表 2-2 49 歳以下の新規就農者数の推移（就農形態別）

※ 上 に 同 じ

(出 典 ： 同 上 )
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